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小 麦 新 品 種 「 コ ユ キ コ ム ギ 」 の 特 性

第1報 岩手県南部沖積土壌における施肥量と収量
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1  は  じ め  に

新品種「コユキコムギ」は東北農試麦育種研究室が昭和

47年から63年にかけて育成し,岩手県で諸特性を調査した

結果,品質,収量等が優れていることから平成元年度に奨

励品種に編入された。今回は岩手県南部沖積土壌における

窒素追肥法について検討し,知見を得たので報告する。

2試 験 方 法

a)試験年次 播種 :trr和 62年 ,収穫 :昭和
“

年

2)試験場所 岩手農試県南分場
0)供試品種 コユキコムギ (東北167号 )
●)試験区の構成 表 1の とおり
6)播種期  10月 5日
16)播種法  条播 :畦幅 30卸 ,播 き幅 : 5卸

『
)播種量  9"/1oα

表 2 窒素施肥量と生育及び収量調査

表 1 試験区の構成
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3試 験 結 果

表 2に窒素施肥量と生育及び収量調査を示した。

基肥量 4ルタ/10α の出穂期5月 20日 に対して,基肥量 6
た夕,8場の出穂期は5月 21日 で1日遅かった。成熟期は基
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肥量 4ルク, 6場の7月 4日 に対して,8た夕は7月 5日 で 1  増施によって,増収の傾向がある。しかし,基肥量を増や
日遅かった。                       と追肥の効果は少なくなっている。また,基肥量,追肥量
基肥量が10a当 り4カタ, 6カタ,8々,で は各区とも追肥の  とも増施によって穂数増の傾向があるが追肥の効果は少な
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くなっている。

窒素施肥量が10α 当り基肥量+追肥量で10α 当り収量は

4ルタ+8ルタで61Xlルタ, 6場 +8ルタが595ん夕, 8場 +6ルが
598と 多収であった。なお, 8た,+8カでは供試中最多の
穂数であったが倒伏が甚だしく増収には結びつかなかった。

窒素増施の効果は,主に穂数増としてあらわれ,このこ

とが増収に結びついているが,稗長も長くなる傾向があっ

た。

倒伏でみると基肥量が10α 当り4カタでは,追肥量 4″ ,

6カタ,8た,で倒伏がみられなかった。特に,4ルタ+8々夕は

追肥後に繹は長くなるが,基肥量 6鯰,,8ん,に比べ,強繹
で穂数も適切て,倒伏もなく,穂長は供試中で最も長く,
千粒重の低下も少なかったことが多収を示した原因とみら

れた。このことから,基肥増施に比べ追肥増施の効果が大

きいと考えられる。

一方 ,基肥量が 6カ,及び 8ルタでは施肥窒素総量が10`当

り12ル9を越えると倒伏がみられ,外観的品質も低下する傾

向であった。基肥量10″当り8カタでは追肥量に関係なく,

倒伏に伴う千粒重の低下 ,品質の低下がみられた。

4 ま  と  め

(1)窒素施肥量は基肥,追肥とも増施効果がみられるが ,

基肥量を増すと追肥の効果は少なくなる。

2)窒素施肥総量が10ι 当り12"以上では登熟期の後半 ,
又は成熟期後に倒伏し,千粒重も低下する。倒伏程度,子

実収量,品種等から岩手県南部沖積土壌におけるコユキヨ

ムギの施肥窒素量の限界は10a当 り12～ 14カの範囲と考え

られ,こ のうち,基肥量は10● 当り6ルタ程度が適当と考え

られる。

追肥窒素量の10α 当り6～ 8ルタについては,追肥時期 .

回数,施肥量及び後期追肥の効果について未検討である。

今後は基肥+融雪期追肥のみならず減数分裂期追肥や穂

揃期等の追肥効果を併せて検討する必要がある。
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